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お 礼 

各務原市 PTA連合会 

会 長  阿部 雄介 

 研究大会を動画配信という形にして３年目となりましたが、皆さんご視聴いただ

きどうだったでしょうか？これまでにお寄せいただいたアンケートには「コロナ禍

だから中止しましょうではなく、今だからこそできる方法を考えることの大切さを

感じました。引き継がれるＰＴＡ活動を無難にこなすのではなく、なぜその活動を

するのかという目的を共通認識として問題点を出し合って新しい取り組みをしてい

た２校からたくさんのことを学びました」「ゲームの関わらせ方は親も子どもも、し

っかり自分で考え、日常生活とのバランスをとって取り組むことが大切かと思いま

した。そして、一番大事なのは、親子のコミュニケーションではないかと思いまし

た」など、研究発表や記念対談の動画を熱心に視聴していただき、そこから学んだ

点が多数あるという記述をたくさん目にします。詳しくは、本報告書の「おしえて

アンケート」集計ページをご覧いただければと思います。 

また、本報告書には「三行詩コンクール」表彰者を掲載したページもあります。

表彰者の皆様には、本来なら研究大会の折に、市民会館のステージ上で表彰状をお

渡しするのですが、今回も残念ながらそれができないので、表彰状を郵送させてい

ただいたことを報告させていただきます。 

なお、「記念対談」の動画については、市Ｐ連ホームページの「デジタルアーカイ

ブコーナー」で、４月以降も引き続き視聴できることを紹介させていただきます。

ぜひ、周りの方にも宣伝ください。 

 最後になりましたが、コロナ禍という状況の中で実践を発表していただきました

各務小学校ＰＴＡ、稲羽中学校ＰＴＡの皆様、そして記念対談など eスポーツに関

わってお話しいただいた皆様、本当にありがとうございました。そして、視聴いた

だいたり、アンケートにお答えいただいたりした皆様、本当にありがとうございま

した。関係していただいた全ての皆様に心よりお礼を申し上げます。 



１．研究大会の感想 

＜寄せられた感想の一部＞ 

〇仕事と家事の合間に拝見することができ、時間の有効活用ができるので今後もオンラインで続けて

いただきたいです。 

 

〇会場に出かける手間も省けるのでより多くの人がそれぞれの時間で見られるので良いと思います。

PTAの発表もパワーポイントの資料も分かりやすかったです。 

 

〇この日のこの時間でないとされると仕事をしている身としてはとても難しいですが、オンラインではい

つでも自分の空いた時間で視聴できたのでとても良いと思いました。 

 

〇活動を徐々に始めて行くなかで取り組んだ体験が参考になったことや、県岐商では e スポーツの部活を

取り入れていることを知ったことがよかった。 

 

〇コロナ禍での開催なので非接触で参加できる事が安心です。また、会場に行かなくてもよいので参加者

の負担が少なく、従来よりも参加する事にストレスがないと思います。 

 

〇コロナ対策というだけでなく、動画になっていると、時間があるときに見ることができるのがとても助

かりました。また、再生速度が通常だと集中し辛く、やや速めの方が聴きやすい人間なので、再生速度

を変更できる動画なのが良かったです。 

 

〇オンラインだと何時でも視聴出来るし、会場の様に回りのザワザワで聞こえにくかったと言う事もない。 



〇全てが体験されてそれを元にしたものばかりで見てても飽きなかったし、勉強になった。 

 

〇オンライン形式という中で音声だけでなくパワポ効果により、その場で直接聞いているような感覚にな

りました。これによって、とても聞きやすい印象がありました。 

 

〇問題点改善点が実例でしっかり報告されていて分かりやすかったです 

 

〇コロナ禍で行事が縮小されていく一方で、代わりになる行事を考え子供たちを笑顔にさせる事を第一に

考えているところが良かったです。 

 

〇都合の良い時間に視聴できたこともありますが、聴き取りやすく画像での説明も分かりやすかったです。 

 

〇親同士の交流が無い状態で３年間を過ごしてきたので、今回の視聴は大変意味のあるものだった 

 

〇一つは聞き取れないところは巻き戻して聞くことができる。二つ目は小分けにして聞くことができる。

画面も自分の見やすいように調整できます。 

 

〇オンラインで開催していただく事で、場所や時間の制約が無く内容把握ができてとてもよかったです。

臨場開催と比べ、見返したい箇所等を理解するまで確認する事ができました。 

 

〇時間を拘束されずに、自分の好きな時間（空いた時間）に視聴することができた。オンラインだからこ

そ、研究大会に参加する敷居が低くなったと思います。 

 

〇普段関わっていなければ、知ることができなかったお話を聞いて、PTA の仕事を知れたり、ゲームのお

話もそういう考え方もあるのかと凄く為になった。 

 

〇聞き逃しなく拝見できました。途中で止められることができるので助かります。何度か戻して聞けます。

他校の伝統そして問題を解決する原因追求と結果や地域、生徒、保護者のつながりを考えた工夫とても

素晴らしいと思いました。それぞれ問題は出てきますしもともと難しいところもあります。これをどう

解決していくか時代にそって考えていかなければなりません。一昔のように家にいるお母さんは少ない

と思いますし…できる範囲でご協力お願いし、娘息子の通う学校ですから何かしら力添えをしたいです

ね。 

 

〇オンラインだと伝わりづらいことがあるかと思ったのですが皆さん丁寧にカメラ目線で語ってくださっ

ていたのでとても聞き取りやすく、またオンラインなことで図や写真、動画などを組み合わせて見やす

く構成されておりとても分かりやすかったです。また、仕事や育児など忙しい日々ですが、自分の空き

時間にゆっくりと見ること、巻き戻し早送りが楽にできることもとてもよかったです。 

 

〇自分の都合のいい日時で見れるのもいいんですけど、感染対策をして、前みたいに会場でやって欲しい

です。 



２．研究発表の感想 

＜各務小 PTA に寄せられた感想の一部＞ 

〇地域と学校、保護者同士のつながりを深める事によって、その姿を見た子ども達も引き継いでくれ

ると思う。親は子どもの鏡。 

 

〇コイみこしの学年や親子の境を超えて、つながりを持つことができるのはとても良いと思いました。

資源回収の姿はこれからも変化していくと思います。 

 

〇子供の学校ではﾌｧﾐﾘｰ活動と言って縦割りで学年の垣根なく活動していますが、お祭りで使うこいみ

こしを協力しながら学校で制作するのはいいなぁと思いました。色んなアイデアを出して問題点を

解決したり、ミツバチ活動と言う名称もﾋﾟｯﾀﾘでした。また駐車場の出入りの関係でうちの学校では

出来ませんが、ドライブスルー方式の資源回収も色んな問題を抱える中で画期的な方法だったと思

います。 

 

〇学校でのドライブスルー方式の資源回収という取り組みに驚きました。自分の学校でも今後考えて

みると良いのではないかと思いました。 

 

〇新しい取り組みした事がすごく勉強になりました。できないと諦めるのではなく、発想を変えたり

する事によって状況は違ってくるのだと思いました。 

 

〇目標→問題→過程→結果と順を追って発表されてて、とても分かりやすい内容でした。目標達成さ

れているところがまた素晴らしいと思いました。 

 

〇各務小は目的意識を持ってすごい改革を実践されており、言うのは簡単だが、いろんな考えを持つ

人を巻き込んで行動に移せており、驚かされた。作業説明書を使わない鯉みこし作り、ドライブス

ルー資源回収にチャレンジし、問題があっても次への課題に繋げていたことが素晴らしいと思い、

スライドも分かりやすく、聞き応えがあった。 

 

＜稲羽中 PTA に寄せられた感想の一部＞ 

〇親は思春期の子ども達の応援団！陰ながらいつも応援することが大切です。“おにぎりの日”はとて

も楽しい発想。子ども達との会話も増えそうです。 

 

〇「おにぎり」というアイテムで、思春期で親子関係もギクシャクしがちなのですが、ほっこりする

ところが良いですね。 

 

〇研修委員の『高校見学バスツアー』『3 年の進路説明会に 1、2 年生の保護者も参加』する取組を

知り、是非うちの PTA でも企画して欲しいと思いました。 

 



〇稲羽中では、コロナ禍で前年度からの引き継ぎがままならない中、生徒や保護者、職員の皆さんで

協力して行っている資源回収、高校見学ツアー再開等、これからはコロナ禍でも PTA 活動を少し

ずつ前向きに再開する事が必要なのだなと思いました。 

 

〇全校おにぎりの日のアイデアは、食べ物が出てくるのは当たり前、作ってもらって当然と思ってい

る子供達に決してそうではないんだと気付かせるいい機会にもなるなと思います。お弁当ではなく

おにぎりってところも負担が少なく良いなと思いました。 

 

〇稲羽中学校の発表について、研修委員の方の活動の中で高校見学バスツアーという活動が行われて

いることを知りました。なかなか見学する機会は無いと思うので、他の地域でも取り入れていけた

ら良いと思いました。 

 

〇コロナになり、引き継ぎもなく、活動を工夫され再開し大変だと思いました。子育て広場委員会が

あることを知り、子どもに寄り添っていけ、高校見学もいい行事があるなと思いました。子どもが

大きくなると、手が離れてしまい大丈夫だろうとなりましたが、PTA の活動を通して、見守ってい

かなきゃと勉強になりました。 

 

＜共通した感想の一部＞ 

〇他の小学校や中学校の活動内容をみることができたので自分の学校でもやってみたいや、こういう

風に活動すれば…というヒントを頂くことができ視聴できてよかったなと思いました。来年度の

PTA 役員なのですが自分には仕事がこなせるかなと不安や憂鬱などがありますが視聴してとても

励みになりました。 

 

〇コロナ禍だから中止しましょうでは無く、今だからこそできる方法を考える事の大切さを感じまし

た。引き継がれる PTA 活動を無難にこなすのではなく、なぜその活動をするのかという目的を共

通認識として問題点を出し合って新しい取り組みをしていた 2 校からたくさんの学びを得ました。

持続可能な PTA 活動を目指して、各学校アップデートしていけたらと思います。 

 

〇コロナ過となって３年目。当初は対策＝PTA 活動の自粛・縮小だったが、現在はコロナ過でどのよ

うに活動ができるかを模索し、実行していることが２校の発表からよくわかりました。コロナとは

出会いたくなかったですが、コロナを経験して、ＰTA 活動を見直すきっかけとなったのは間違い

ないと思います。 

 

〇2 校ともコロナ禍の中で、できないから諦めようではなく、どういう風にしたら、PTA 活動ができ

るかと凄く良く考え、行動し、さらに実際に動いた上で、さらに良くするにはと、改善点なども出

して次に活かそうとしていて、本当にステキな PTA 活動をしていると思いました。どちらの学校

も子ども達のことも考えながら、その見本となる、親達（大人）の繋がりも大切に考えられていて、

コロナ禍でもできることはたくさんあるんだなと改めて思いました。 



３．記念対談の感想 

＜寄せられた感想の一部＞ 

〇世界中で盛り上がっている e スポーツ！とても重要のある、そして、ビジネスに繋がる夢のある職

業だと思う。ゲームは悪ではなく幸せにするアイテムの一つ。学生の間は、時間の使い方を考えて

両立していけば何も問題はなく、ゲームをしない子の方が少なくなってくると思う。親も子も楽し

むことが一番。 

 

〇息子が３人いるが、ゲームは家にない。三男は中３になったが、上の子２人のようにスマホでゲー

ムデビューになりそう。（スマホも高校から）これからの子育ての保護者の方にとっては今日の話は

役に立ったと思う。特に高校生や大学生の方のお話は、子ども世代の考えとして親さんも聞きたい

のではと思った。 

 

〇んー。これはとても難しいと思った。E スポーツ部「初代部長」ということで勉強や行事、大会で

の成績を残して皆に認められなければ！という気持ちは素晴らしいのですが…全員が全員同じよう

にとは難しく、様子見というところが大人としての考え。 

 

〇これからの時代には必要な知識や技術がたくさんつまっており、付き合い方一つで可能性も無限に

あると思います。節度を守って、計画的に取り組んだり、必要な知識を身につけるなど、学べる所

はたくさんある事がわかり、参考になりました。 

 

〇色々な事に得て不得手がある様にゲームに関しても才能がある人がいます。ゲームだからと否定す

るのではなく、大事なのはその中身だと思います。 



〇ゲームとの向き合い方やオンラインでの繋がり、不安なこともありますが、子どもの楽しいと思う

ことに寄り添いコミュニケーションを取りながら見守っていけばいいんだ、と思えました。 

 

〇ゲームを取り巻く環境を違った角度から知る良い対談だと思いました。他の自分たちが体験した部

活と同様に、勉学とを両立するにはどう関わっていけばいいか親子でしっかり考えていく必要があ

ると思います。また、ゲームの関わらせ方は親も子どもも、しっかり自分で考え、日常生活とのバ

ランスをとって取り組むことが大切かと思いました。そして、一番大事なのは、親子のコミュニケ

ーションではないかと思いました。 

 

〇とても分かりやすかったです。一度オンラインで研究大会を視聴したことがありますが、内容が難

しく中々理解できなかったことがありました。分かりやすく説明して頂けたのもありますし、専門

の先生達だけではなく、学生(子供) の話を聞くことができ、子供も気持ちや意見を聞けたのでよか

ったです。親も子供がしているゲームに興味を持ってコミュニケーションをとることや、知らない

方と繋がることで繋がる犯罪や対処法など大切さを学べました。 

 

〇インタビューを受けていたお子さんは、勉強面、あるゆる面で自身でしっかり考え、実行する力の

ある子だと感じました。その様なタイプであれば、ｅスポーツに取り組んでいても良いかと思いま

すが、そうでないタイプであった時は、やはりゲーム等にのめり込んでいる我が子を見るのはきつ

いなと思います。個(子)のタイプによって、受け止め方は変わるかな。 

 

〇オンラインとしては、対談のカメラの視点の置き方と、討論の中でゲームを土台とした話の展開が

スムーズだったように感じられました。また、ゲーム＝悪なのかという問いに対し、自身はゲーム

を競技と捉えるのはとても良いと思いました。理由はアバターという形を使ってネットやデジタル

の世界観に視点を置く、考え方を多方面に広げる、このような今後の社会に必要になってくること

の練習としても"競技"という表現はとてもよい言葉を使っているなと感じ、参考になったと思いま

した。 

 

〇話を聞いてゲームがダメとか否定しないで子供が興味を持ったものに、親も少し興味を持って歩み

寄る事で子供も話をしやすくなるし、会話も増えてどんなゲームなのかなど話してくれることでオ

ンラインゲームなどへの、親の不安も少しなくなると思いました。ゲームがきっかけで、会話が増

えたりしたらそれは良いことだと思いました。 

 

〇ゲームの部活があるというのに驚きましたが、学校や先生のバックアップもあり、この時代に求め

られる人材育成にもなっていると思いました。 

 

〇元々ゲームに忌避感はありませんが、ゲームと eスポーツの違いは深く考えたことがなかったので、

e スポーツ独自の目的や、成長する部分がよくわかりました。また、ボイスチャットしながらのゲ

ームは未知でしたが、聞く力喋る力を鍛えるために解禁するのもありなんだなと感じました。全保

護者に見てほしいです。 



〇ゲームは悪だとしか思えなかったけど、少し考え方を変えて、将来の道や夢になるかもしれないの

で、応援したいと思った。 

 

〇ゲームに対して良いイメージはなく、勉強を優先してほしいという気持ちばかりでしたが、やはり、

子供は楽しいことは楽しいし周りがやっていればやりたい。それを否定するのではなく、共感して、

興味を持っていることを理解する、それなりに成長していく過程で向き合いかたも変わっていくん

だということが、スーっと入ってきました。そして学校の時間がただいるのではなくて、自分の楽

しい時間を作るために、無駄に学校で勉強に取り組むのではなく、学校に行ってるときは集中して

勉強すれば、家に帰ってきたら時間を有効活用できるんだという考えかたがとても良いなと思い、

子供にも、そんな話をなんとなくでも伝えて、時間のマネージメントを身につけて行ってほしいな

と感じました。コミュニケーションは取れているとは思っていますが、ゲームとの関わりに方に関

しては不安で心配という気持ちでしたが、向き合いかたを今回聞かせていただき、とてもありがた

く、子供との関わりに活かしていきたいと思います。 

 

〇テレビで e スポーツのことを知りましたが、まだまだ日本中に普及されていないことで限られる状

況で、県岐商が取り入れていることに喜びを感じました。 

〇県岐商 e スポーツ部が実際に活動している様子が見られたのが良かったです。e スポーツ部という

ものが全く分からなかったので、勉強になりました。 

 

〇ゲームだけでなく、子供の興味のある事を頭ごなしに否定せず、親も知った上で接し方を考えてい

かなくてはいけない 

 

〇ゲームは息抜きの１つで、スポーツとは違うような気がします。ちょっと理解出来ませんでした。 

 

〇子どもにゲームをやらせるのは抵抗がありますが、今回の話を聞いて e スポーツはほかの部活と変

わりがないと知りました 

 

〇ゲームを親も一緒に楽しみゲームの楽しさを共有する事でコミュニケーションが取れ、理解が深ま

るのだと思います。今、ゲームは悪とすると世界が狭くなる。子供の自主性も大事に、時間管理で

きるようにしてあげたい。e スポーツ部、がんばれ。 

 

〇子どもがゲームをするので、子どもと一緒に見ることで一緒に考える機会になった。 

 

〇ゲームと聞くと親の立場では良くないイメージが多いですが、子供としっかりコミュニケーション

を取り、信頼関係があればいい物にもなるのだと思いました。 

 

〇e スポーツ部、指導者がいて目的があることであればあっても良い部活だと思いました。子供がや

っているゲームに、興味を持ってゲームの話を聞いてみようと思います。ゲームについて知りたく

なりました。 



〇熱中して時間を忘れてしまうほど遊ぶのは、よくないですが、家族全員で楽しくできるゲームもあ

るので、不要不急の外出を避けるように言われていた時は、コミュニケーションのツールとして我

が家でもゲーム三昧だったことは、確かな事実です。 

 

〇ゲームに関わらずネット・ツールに対する考え方を保護者も子どもも一緒になって学ぶべきものだ

と感じました。ゲームも勉強となりうると思うところもあり、身近なものになっているので、関わ

り方を子どもと一緒に決めていきたいと思いました。 

 

〇実践されている学校の関係者からお話を聞けるのはとても意味があります。出来ればゲーム初心者

にも分かりやすい、注意点を教えていただけると、ハードルが低くなり取り組みやすいかなぁと思

いました。 

 

〇『ゲーム=悪』派だが、対談を見てもその思いが変わることは無かった。しかし、大切なのはどこま

でいっても家庭でのコミュニケーションだと痛感、耳が痛かった。お二方の話を聞いて自分を省み

ることができて良かったと思う。 

 

〇やっぱり親からみるとゲームは悪影響なんじゃないかと思ってしまっている部分もありましたが、

私たちがもっと子供が今何に興味があってどんなことをしているのかを知っていく必要があるのだ

なと、改めて思いました。ついていけないなんて思っていましたが...理解してあげることも必要な

んだなと、思いました。 

 

〇ゲームは悪ではなかった！目から鱗!!今日をきっかけで、子供がゲームをしている姿の見方が変わ

りそうです。私自身、ゲームを楽しいと感じた事が無く理解出来ない世界でしたが、ゲームを全否

定せず少しは関心を持つ努力をして、子供のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに繋げていきたいです。 

 

〇「ゲーム＝悪」なのでは無く、その付き合い方次第なのだと感じました。今まで e スポーツという

言葉ぐらいしか知らなかったのですが、普段子どもが家庭でやっているゲームとは違い、ちゃんと

した競技なのだと理解しました。ひたむきに努力している姿は、他のスポーツ同様カッコいいなと

思います。 

 

〇今の時代よく「多様性」という言葉を耳にします。県岐商という伝統校でも e スポーツという新た

な風を入れ時代にあった変化をされているのに驚きました。また、初代部長さんは周りから認めら

れるようにとても努力されているのが分かりますが…これを維持できるかが今後の eスポーツ部の

課題だと思います。頑張ってください。 

 

〇ゲーム＝娯楽だと決め付ける事により、親と子の間で溝が生まれているのだなと感じました。こど

もが好きな事を認めて、コミュニケーションのツールにする。その為には、私達保護者側の正しい

知識も必要だと考えさせられました。e-sports を部活として取り組み将来に直結しなくても、そ

の中で人との関わりや努力を学べれば必ず価値のある経験だったと思います。それは他のどの部活

にも言える事で、ゲームだからという概念は捨てるべきなんだなと思いました。 



４．その他、感想や意見など 

＜寄せられた感想等の一部＞ 

〇実践発表後の経過や変化、改善したところなどが観れたらよい。ほとんどの学校さんも研究発表の

ために活動して、その後続いてない場合があるから….活動が続いていたら、その活動によって良し

悪しを教えていただきたい。 

 

〇発表校 2 校の関係者の方々、お疲れさまでした。 

 

〇民間の会社では無駄を省く事が当たり前になっていますが、市 P 連ではどういう事に無駄や経費削

減をしているのか公表していただけると、皆様もっと PTA に興味を持たれると思います。 

 

〇PTA の役員活動はすごく大変そうなイメージでしたが、最近では役員の負担を軽くし誰もが活動し

やすいようにと、取り組まれているのがすごく良いな、と思い PTA 役員活動への見方が少し変わ

りました。今後も引き続き役員活動の見直しをお願いしたいです。 

 

〇長い間、PTA 活動に関わってきました。その間に保護者の PTA 活動に対する考え方が大きく変わ

ってきたように感じます。コロナ禍が明けてつながりの薄くなった中での活動は大変だったかと思

います。今まで子どもたちを支えてくださり、ありがとうございました。 

 

〇PTA がそもそも必要なのか問われる時代ですので、PTA 入会や役員になるのが強制とならないよ

うに。また、不要な取り組みをなくし、役員の負担が軽減されるように進めていただけると助かり

ます。いつも PTA 活動をありがとうございます。 

 

〇普段なかなか学校の活動を目にすることがないので このような機会に触れられたことが良かった 

 

〇タイムスタンプがあると見たいところがすぐに見返せて良かった 

 

〇日頃は、PTA 活動にご尽力いただき、ありがとうございます。様々な行動制限を余儀なくされる時

代ですが、子どもたちが、笑顔で安心して地域社会で暮らせるまちづくりをこれからも推進してい

けるよう宜しくお願いします。 

 

〇いろんな学校の新しい取り組みをどんどん他の学校の方々にもたくさん発信していって欲しいです。 

 

〇PTA 役員でアンケート提出の義務がなければ、今まで見ようと思わなかった。気合いを入れて時間

を作り見てみたら、子育てする上で、大切な話がたくさん聞けて、見て良かったと思った。今後も

こうゆう考える機会を大事にしたいと思った。 

 

〇いつもご活動ありがとうございます。PTA 活動が、共働き世帯が多くたってきた現在にあった活動

に変化していくことを望みます。 



〇市 P 連として、会員費を児童数ではなく世帯数で徴収してほしい。 

 

〇記念対談はもう一度試聴したいなと思う内容でした。 

 

〇タブレットを活用して、自分の学校の PTA が何をやっていれるか、配信すると役員でない方も、

わかりやすいと思いました。 プリントをもらいますが、タブレットの動画だとわかりやすいかな、

と思いました。わからないことを、気軽に質問できる PTA になればいいと思いました。身近に感

じることができる雰囲気が作れたらいいです。 

 

〇今年度、PTA の役員の一員として活動させていただきました。私は本部役員ではなかったですし、

コロナ禍で行事も少なく仕事としては楽だった方だと思います。しかしながら、何も役をしていな

い方に比べるとやはり負担はありました。また、活動の発表をすることも必要だと思います。が、

発表校になった PTA の皆さんはご準備も大変だったと思います。こうした負担分を考えてしまう

と、年々PTA の役員になりたい方は減り、ひいては PTA 会員にもならない方も出てくると聞いて

います。会員にならない方やそのお子さんは、学校生活で線引きがありますか？役員に当たらなく

なる、旗当番をしない、会費を払わないだけで終わりですか？また、役員の免除にしても、地区長

は免除対象にならない、学級委員は本部役員の免除対象にならないなど、なぜ？と思うところがあ

ります。中にはクジに当たらないから、兄弟合わせて小中学間で一度も何も役員をされたことがな

い方がいるなど、不公平感もあります。PTA が必要なのか、違うかたちでの活動、より平等な負担

を考えた活動になるようにしては頂けないでしょうか？ 

 

〇子どもと一緒に記念対談を見ることができ良い時間を持てました。ありがとうございました。 

 

〇高校へ進学しても市Ｐ連見れたらいいのにな。 

 

〇子どもの進路についてはみんな興味があると思うので、こんな PTA の研究大会などのイベントを

使って、保護者も高校の取り組みなどを知れる機会がもっとあったらいいなと思う。動画で見るこ

とで、気軽にわかりやすいものになっていてとてもよかったです。 

 

〇コロナが落ち着いても､オンライン配信でお願いしたいです｡録音など役員の負担はありますが､自

分の都合の良い時に出来ます｡こういった大会発表方法等も､時代と共に変わりゆくべきかと思いま

す｡配信でしたら､好きな時にスマホで簡単に視聴出来るので､ちょっと見てみようかなぁと敷居も

高くありません｡ 

 

〇特に先生方(親御さん、地域の大人達も)に発達障がいやグレーの児童、生徒をもっと理解出来る様

な教育を早急にお願いします。 

 

〇PTA が必要なのかという議論をされているところもあると聞きますが、子供のためにも、是非 PTA

で繋がりを作っていけたらいいなと思っています。私も役員をやって PTA の良さを感じた１人で

す。これからも活動が続くことを願っています。 



令和４年度 各務原市ＰＴＡ連合会オンライン研究大会 「おしえて！アンケート」 

 

ご所属の PTA 

 

１．今回、オンラインでの研究大会開催になりましたが、いかがだったでしょうか。感想をお聞かせ

ください。 

 ☐とてもよかった  ☐よかった  ☐ふつう  ☐あまりよくなかった  ☐よくなかった 

２．その理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

3．研究発表校 2校の研究発表についてご感想をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

4．記念対談「ゲーム＝悪なのか ～県岐商 eスポーツ部から学ぶ」の感想をお聞かせください。 

 ☐とても参考になった ☐参考になった ☐あまり参考にならなかった ☐参考にならなかった 

5．その理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

６．その他、ご意見、ご質問などがありましたらご記入ください。また、市 P 連として取り組んで

欲しいことがありましたら、併せてご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

以上となります。アンケートの回答は統計的に処理され、ホームページに掲載いたします。 

また今回の目的外の利用はいたしません。ぜひともご協力をお願いします。 

Ｐ（         ）PTA 



氏　　名 ふりがな　 学年等

市原　唯稀 いちはら　ゆいき 1

吉田　楓　 よしだ　かえで 3

長縄　結愛 ながなわ　ゆうあ 4

後藤　あいる ごとう　あいる 6

上山　舞　 かみやま　まい 1

五島　海人 ごしま　かいと 3

新屋　美香 しんや　みか 保護者

深尾　智子 ふかお　ともこ 保護者

一般

鵜二小

各務小

各務小

各務小

各務小

鵜二小

鵜沼中

蘇原中

ただいまは　ぶじにかえったよの　あいずだよ

令和４年度　各務原市ＰＴＡ連合会「三行詩コンクール」

ごめんねと　すなおにいえば　もとどおり

伝えよう　感しゃの気持ち　家族でも

反抗期　減ってしまった親との会話　父の日　母の日
照れくさいけど　いつもありがとう

本当は　大好きなのに　腹が立つ　性格も　顔も似てきた
娘ちゃん

小学生
・

低学年

部門

小学生
・

高学年

中学生

学校名 作　　　　　　　　　　　　　　　品

忘れないで　あなたも　誰かを　支えてる

　各部門　優秀賞　　　 （敬称略）

ご応募ありがとうございました。来年度以降も、心温まる、多くの作品をお待ちしています。

食事中　携帯よりも　家族の顔見て　なごやかに

家族大好き　思いは態度で示すべき

各務原市ＰＴＡ連合会ホームページ
https://kakamigaharapta.com


